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中国・欧陸之星鑽石（上海）有限公司との業務提携に関するお知らせ 

 

当社は、平成23年７月６日開催の取締役会において、中国・欧陸之星鑽石（上海）有限公司（以下、「ユー

ロスターダイヤモンド上海」という。）との間で、業務提携を行うことを決議いたしましたので、下記のとおり

お知らせいたします。なお、同取締役会決議における採決にあたっては、ユーロスターダイヤモンド上海の総裁

であり、当社社外取締役１名（姜杰氏）は、特別の利害関係を有するため、本件決議に参加いたしておりません。 

 

 

記                                 

 

１. 業務提携の理由 

当社は、ダイヤモンドを主力商品とした数々の宝飾品を販売してまいりましたが、その販売チャネルを小売業

にシフトし、平成22年７月１日付で会社分割（新設分割）により、商号の変更を行わずに持株会社へ移行して

おります。 

当社グループは、収益の向上と企業体質の改善が最大の課題であります。そのために今年度は、サハダイヤモ

ンドグループのそれぞれの特徴を打ち出し事業の拡大を図っており、ブライダルジュエリー事業につきましては、

当社子会社のバージンダイヤモンド・ジャパンが運営するブライダルリング専門店として２店舗を出店しており

ますが、ＷＥＢと実店舗の一体化により、集客を強化し販売しており、インターネット事業では、インターネッ

トによる販売は、今後ますます発展する有望な市場であり、リピート率の向上と高級品の販売を進めております。

ダイヤモンド研磨事業につきましては、当社海外子会社公開型株式会社サハダイヤモンド（ロシア）における原

石の確保、原石及び自社研磨販売を行っております。トレーディング事業は、商社機能を持つ子会社株式会社サ

ハダイヤモンド・トレーディングにおいてはロシア産インゴット（金地金）の輸入、販売等を積極的に行って行

く予定であります。これらの体制を整え、業績の向上を目指し平成24年３月期の連結業績予想につきましては、

売上高は2,700百万円、営業損失200百万円、経常損失300百万円、当期純損失310百万円となる見通しであります。 

当社グループは、主力商品であるロシア産ダイヤモンドのより広く成長性の高い市場でのソリューション展開

について検討を進めており、今後のダイヤモンド研磨事業の展開について賛同いただける先を模索し、新たに複

数の企業と接触を重ね多様なご提案を頂いており、中国における資源開発事業の案件を進める中で、安東光輝氏

と知り合うこととなり、ユーロスターダイヤモンド上海総裁の姜杰氏の紹介を受け、当社代表取締役社長の今

野康裕とユーロスターダイヤモンド上海総裁の姜杰氏との間で今回の業務提携が進むこととなりました。 

当該業務提携先であるユーロスターダイヤモンド上海は、Eurostar Diamonds International S.Aの子会社で、

中国上海ダイヤモンド取引所（税関を通じてダイヤモンド輸出入業務の取り扱い）のメンバーであり、特にダイ

ヤモンドルース(研磨されたダイヤモンド)事業につきましては長年携わっている経験を持っております。 

また、当社グループが展開するロシア産ダイヤモンドの原石専属購買権から、下流であるお客様に販売ができ

る世界にまれに見る一貫したラインを持ち、中でも、ロシア連邦サハ共和国において、日本で唯一ダイヤモンド

研磨工場を運営していることに深く共感し、今後、当社の海外子会社公開型株式会社サハダイヤモンドから直接

ダイヤモンドを仕入れることが可能となるため、従来の流通ルートより簡素化されることとなります。 

なお、中国ジュエリー年鑑の市場動向調査によれば、中国のジュエリー市場は平成25年には市場規模2,500億
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元（レート12.5円、約3兆1,250億円）に達すると推測され、当社グループは中国市場を中心とするアジア地域へ

の進出にはより強固なパートナーと考えており、ジュエリー市場において拡大が見込める中国をターゲットに事

業展開を行うことが可能となります。 

両社のこれまでにダイヤモンド事業において培われたノウハウと経験を活かし、さらなる成長を目指すべく、

ユーロスターダイヤモンド上海と業務提携について基本合意を締結することといたします。 

 

２．業務提携の内容等 

業務提携の詳細については、今後の協議を経て順次確定していく予定でありますが、両社の経営資源を有効に

活用することで、ビジネス規模の拡大、事業の創出を実現してまいります。両社の主な業務提携内容は以下のと

おりであります。 

(１)両社はサハ共和国（ロシア）ダイヤモンド研磨工場の生産拡大を図る。 

(２)ユーロスターダイヤモンド上海は当社のサハ共和国の研磨工場からルースの先買権を付与される。 

(３)当社はボックス内の輸出許可される全原石をオファーする。 

(４)サハ共和国（ロシア）ダイヤモンド研磨工場は両社で協力して運営するものとする。そのため、人的支援及

び技術支援等を提供する。 

(５)ユーロスターダイヤモンド上海は中国国内にある販売ネットワークを当社に提供し協力する。 

(６)当社が日本で展開しているブライダルリング販売に関し、両社は中国国内で協力の上、展開する。 

(７)本業務提携を確実にするため、必要に応じて人事の交流を行う。 
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３．業務提携先の概要                             (平成23年７月６日現在)  

(１) 商号 欧陸之星鑽石（上海）有限公司 

(２) 本店所在地 上海市浦東新区世紀大道1701号 

(３) 代表者の役職・氏名 総裁  姜杰 

(４) 事業内容 ダイヤモンドルース事業 

(５) 資本金の額 15百万ＵＳドル（レート80円、12億円） 

(６) 設立年月日 平成14年２月９日 

(７) 発行済株式数 ― 

(８) 事業年度の末日 12月31日 

(９) 従業員数 50人  

(10) 主要取引先 
上海東華宝石ジュエリー有限公司、江蘇通霊翡翠ダイヤモンド有限

北京菜百宝石ジュエリー有限公司、縁与美ジュエリー宝飾有限公司

(11) 主要取引銀行 スタンダード･チャーダード銀行（上海）、工商銀行、建設銀行 

(12) 大株主及び持株比率 
Eurostar Diamonds International S.A  67% 

Austar Diamonds & Jewelry Company    33% 

資本関係 

当社とEurostar HK Holdings Limited

とは資本関係はありません。 

なお、姜杰氏はEurostar HK Holdings 

Limitedの100％出資の大株主であり、

同Directorに就任しており、Eurostar 

HK Holdings Limitedは当社株式を

11.87％所有しております。 

人的関係  

ユーロスターダイヤモンド上海総裁の

姜杰氏は平成23年６月29日に当社社外

取締役に就任しております。 

取引関係 該当事項はありません。 

(13) 

 

上場会社との関係等 

 

関連当事者への該当状況

ユーロスターダイヤモンド上海総裁の

姜杰氏は平成23年６月29日に当社社外

取締役に就任し、関連当事者に該当しま

す。 

(14) 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

  平成20年12月期 平成21年12月期 平成22年12月期

純資産 117 119 122

総資産 690 874 881

１株当たり純資産 － － －

売上高 417 425 902

営業利益 2 2 4

経常利益 2 2 4

当期純利益 1 1 3

１株当たり当期純利益 － － －

１株当たり配当金 － － －

                                         （単位：百万人民元） 

 

４．日程                                          

 取 締役会決 議    平成23年７月６日 

 業務提携契約締結     平成23年７月６日 

 事 業 開 始 日    平成23年７月中旬 （ダイヤモンド研磨事業） 

 

 



－4－ 
  

 

 

５. 今後の見通し  

当該業務提携による平成24年３月期の業績への影響につきましては、中期的に当社グループの中心事業であ

るダイヤモンド研磨事業の拡大に寄与するものと判断しております。 

今後、当社の業績（連結・個別）に与える影響については本業務提携におけるダイヤモンド研磨事業における

業績の向上が見込め、平成24年３月期第２四半期以降の進展状況に応じて必要とされる場合は確定次第お知らせ

いたします。 

 

 以 上         


